
 

１日（金） 全校集会・児童集会（５限）、いしかわ教育ｳｨｰｸ（～７日） 

２日（土） いしかわっ子駅伝交流大会 

３日（日） 文化の日 

４日（月） 振替休日 

５日（火） 口座振替日、スクールカウンセラー来校（９:００～１２:００） 

６限なし、15:00 頃下校 

６日（水） 授業公開（～７日） 

７日（木） 掃除場所交替（13：15～）、生活目標ﾁｬﾚﾝｼﾞｳｨｰｸ（～９日） 

９日（土） 授業参観 音楽集会（２、３限）、下校１２:１０頃、アルミ缶回収日 

１１日（月） 振替休日 

１２日（火） どんどんカード配付、スクールカウンセラー来校（１３:００～16：００） 

無言清掃（５日間達成まで）、太白っ子漢字中間テスト、短作文週間（～１８日） 

１５日（金） 代表委員会（12：50～） 

１７日（日） PTA 餅つき会（9：00～11：00） 

１８日（月） なかよしタイム（13：10～13：40）、掃除なし、アレックス先生来校 

15:00 完全下校 

１９日（火） どんどんカード回収、スクールカウンセラー来校（９:００～１２:００） 

２２日（金） いしかわ学校読書の日、アルミ缶回収日 

２３日（土） 勤労感謝の日 

２５日（月） 掃除なし日課、アレックス先生来校、14：３０完全下校 

２６日（火） スクールカウンセラー来校（１３:００～16：００） 

２９日（金） 大掃除 13:15～、ズック持ち帰り、パワーアップタイム（１５：５０～１６：２０） 

 

                                     太白台小学校３年学年だより 
                                      令和元年 10月 31日（木） 

 

 

 

 

落ち葉が風に舞う季節となりました。木々も少しずつ色づき始め、秋の深まりが感じられるこの頃です。

１０月は図画コンクール、書写コンクール、マラソン大会があり、子どもたちはどの活動でも自分の力を発

揮しようとがんばっていました。ここでも、大きな成長をすることができました。さて、１１月は落ち着い

て学習に取り組める月です。今までの復習と新しい学習を並行しながら、学びを確かなものにしていきます。

そのためには、毎日の宿題をきちんとやることが大切です。お子さんが宿題を確実にしているか、見守りを

お願いいたします。 

朝晩は、かなり冷え込むようになり、体調を崩しがちな子が増えてきました。体を休めるために早く寝る

ことを心がけ、健康に留意するようにしてください。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の行事予定 



☆お願いします☆ 

① 服装について 

  冬服に完全移行しました。「服装の乱れは心の乱れ」とも言われますので、家庭でも今一度目をかけていただけ

ると助かります。名札を注文される場合は、担任までお知らせください。 

  また、これから寒くなるにつれて、防寒着を着て登校することが多くなります。コート、ジャンバー、手袋など

には、必ず記名をお願いします。防寒着は玄関のフックのところにかけますので、必ずえりのところに、かけ

ひも（ゴムでないもの）を付けるようにしてください。 

② 学力調査について 

  １２月３日（火）に津幡町の学力調査を実施します。この調査は、子どもたちの基礎的・基本的な知識・技能や

活用力の定着状況を把握し、学力向上につながる指導を目指すものです。津幡町の全ての小学３年生が国語と算数

のテストに取り組みます。 

 ③ 書初めの道具について 

  １２月より、書写の授業で書初めの練習を始めます。授業公開の６日と７日、授業参観の９日に、書初め用の下

敷き（通常より長い）の見本を 3 年教室前の廊下に置きますので、ご覧ください。後日、注文袋を配付します。ご

希望の方は１５日（金）までに担任まで申し込んでください。 

☆コンクール入賞者、マラソン大会入賞者☆ 

図画作品と書写作品のコンクールがありました。図画は「大すきなものがたり」、書写は「光」がテーマでした。

図画では、お気に入りの物語の一場面を工夫して表現することができました。書写では、少しでもお手本に近づけ

ようと、どの子も集中して取り組み、すばらしい作品に仕上がりました。 

かけ足がんばり運動やマラソン大会も行われました。どの子も長い距離を最後まであきら

めず走っていました。自分の目標に向かってがんばった素敵な子どもたちに感激しました。

たくさんのご声援や励ましの言葉をありがとうございました。 

コンクールや大会では、賞をとれず悔しい思いをした子どもたちがいます。しかし、1つ 1

つの作品や、毎日の練習に一生懸命取り組んだ努力する心こそ、素晴らしいと感じています。

ご家庭でも結果ではなくがんばった過程をたくさんほめてあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


